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平成２５年１１月

社会福祉法人　坂井市社会福祉協議会

同　ボランティア・市民活動センター
～マニュアルの作成にあたり～
平成７年１月に発生した「阪神・淡路大震災」、平成９年１月のナホトカ号重油流出事故以降、平成１６年７月の「福井豪雨」、さらに１０月には「新潟中越地震」、また、最近においては平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災、そして、今年９月１６日に発生した台風１８号により、若狭地区が水害に見舞われ災害ボランティアセンターを立ち上げた際には、ボランティア活動が復興のために大きな力を発揮しました。
「若狭地区水害」においては、被災地の社会福祉協議会（以下「社協」という。）を中心に県内の社協、ＮＰＯ団体との連携により、ボランティア活動の支援ならびに被災者への福祉救援活動が展開されました。

災害時の対応については、いかに被災状況を把握し、災害ボランティアセンターの立ち上げを適時に、かつ迅速に行うかが重要なポイントとなります。また、災害ボランティアセンターの設置・運営は、様々な機関・団体等が連携して行うことも重要です。

坂井市では、地域防災計画のなかで、坂井市社会福祉協議会（以下「市社協」という。）の大きな役割のひとつに、“実施主体としてのボランティア受入活動支援を行うこと”とされており、このほど、市社協でも地域防災計画の社協版を作成しました。それを受けて、このマニュアルを、福井県社会福祉協議会（以下「県社協」という。）が作成した「災害時における福祉救援活動基本マニュアル」（改訂：平成16年3月）を参考に、発災直後から市社協が災害ボランティアセンターを円滑に設置・運営できるよう災害派遣職員の現場経験を踏まえて作成したものです。

本マニュアルを活用し、災害時における市社協の役割の遂行、またそれに備える平時の訓練、さらには、住民への意識啓発を図る上で、社協の日常的な活動の様々な実践の中にも取り入れていくものです。
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災害発生への対応
　　　 

Ⅰ　市災害ボランティアセンター立ち上げから閉鎖までの大まかな流れ

市災害ボランティアセンターの立ち上げから閉鎖までの大まかな流れを示すと、次のようになります。
	
	発災からの

時　　　　間
	行　動　指　針

	被害状況等把握
	２４時間以内
	○ライフライン、公共交通機関等の被害状況把握、被災地市災害対策本部等からの情報把握
○民生委員・児童委員、福祉委員や近隣住民助け合い活動による一人暮らし高齢者や障がい者の安否確認等

○社協職員の緊急出勤等

○県社協との連絡、緊急対策会議等の開催

○緊急を要する支援活動への対応

	センター立ち上げ決定
	４８時間以内
	○緊急役員会等の開催（活動方針の決定）

○被災地市災害対策本部との連携、協議

○災害ボランティアセンターの設置準備と設置決定

○住民に対する広報活動

（センター設置の周知、ニーズ募集、ボランティア募集等）

	センター設置
	７２時間以内
	○災害ボランティアセンターの設置・運営

（ボランティア受け入れ、派遣業務等）

○被災地および周辺地域の状況把握、確認

	センター閉鎖
	約２週間後
	○閉鎖の時期、方法について協議・検討

○閉鎖に伴う関係者への周知（解散式等）や残務整理

（資機材の整理、報告書の作成等）
○積み残したニーズへの対応や日常的な地域福祉活動への移行


※災害の種類（地震、風水害、土砂災害、雪害、事故災害等）や地域（都市部、山間部等）によって、対応も異なるので、状況に応じて臨機応変に対応しなければなりません。
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Ⅱ　市災害ボランティアセンター立ち上げのポイント

１　災害発生に伴う被害情報の収集・把握・整理
市社協は、発災直後から災害ボランティアセンター立ち上げに至るまでの間、社協としての福祉救援活動の取り組み方針を検討するため、次に揚げる被害情報の収集・把握に努めます。

（１）情報の収集・把握
①被災地市災害対策本部の動向、ライフライン（電気・ガス・水道等）、交通網の被害状況および復旧状況

②災害時要援護者、住民の被災・被害状況および生活状況

③災害時要援護者に対する近隣住民の助け合い状況と今後の見通し（可能性）

④社協役員、民生委員・児童委員、福祉委員等の社協活動関係者による活動の見通し（可能性）
（２）情報の整理

①住民および職員の安全確保・確認、避難行動（人命救助を含む）を優先した上で、各職員が把握した情報を局内で集約します。

②局内で集約された情報の整理をするとともに、被災地市災害対策本部の動向把握、情報収集を行います。必要に応じて、災害対策本部の協議・検討場面への参画等を通じて、情報収集も行います。

２　災害ボランティアセンター立ち上げの決定

（１）役員会等の承認

整理された情報等をもとに、初動にかかる基本方針および災害ボランティアセンターの設置について、役員会等の承認を得ます。

（２）県社協への情報提供

役員会で決定した方針（人的・物的支援に関わる協力要請の有無、今後の見通し等）・事項について、県社協への情報提供を行います。
３　災害ボランティアセンターの立ち上げ

市社協は、市災害対策本部との連携・協働により、災害ボランティアセンターを立ち上げ、関係機関・団体、ＮＰＯ等の協力を得ながら運営を行います。
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【　事　例　】
「小浜水害（平成25年）」小浜ボランティアセンター立ち上げから閉鎖までの流れ

【被災状況】
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【経　　過】
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　　　　　　　　　　災害ボランティアセンターの運営
Ⅰ　市災害ボランティアセンターの運営
１　役　　　割

市社協は、緊急役員会等を開催し、整理した情報等をもとに、福祉救援活動の取り組みおよび市災害ボランティアセンターの設置を検討し、決定します。

なお、災害ボランティアセンターには、次のような役割があります。

（１）災害時要援護者および被災者支援ニーズの把握と課題分析

（２）ボランティアの受け入れ、派遣等

（３）市災害対策本部等との連絡調整

（４）資材の管理

（５）情報の収集・発信、広報活動

２　運営体制

市社協は、市災害対策本部との連携・協働により、市社協地域福祉課職員を中心に、周辺地域社協、県社協、県内外社協の他、民生委員・児童委員、福祉委員、地域の地縁組織（自治会を含む）、ＮＰＯ、ボランティア、福祉施設、青年会議所等の協力を得ながらスタッフを確保して運営を行います。

（１）運営体制の列示



○スタッフには、被災経験のある社協職員や災害救援活動の経験豊富なＮＰＯ等のノウハウを活用しましょう。

○県外からのスタッフは、地理、地域の社会資源、関係団体等の地域性が分からないことから、被災地内および被災地周辺等から一定数のスタッフを確保するよう努めましょう。

○活動の継続性を確保するためにも、長期に参加できるスタッフの確保に努めましょう。

（２）活動内容の例示

	部　　　門
	活動の例示

	総　　　務
	・市災害対策本部等との連絡調整

・組織、スタッフの管理

・情報の収集・発信、記録等

	ニーズ受付・ニーズ調査
	・災害時要援護者および被災者のニーズの受付、調査

	ボランティア

受　　　　付
	・ボランティア（団体、個人別）の受け入れ

・ボランティア保険加入手続き等

	ボランティア

派　　　　遣
	マッチング
	・災害時要援護者及び被災者ニーズとボランティアの活動希望の調整

・ボランティアのグループ分け等

	
	オリエンテーション
	・活動現場に送り出す際の活動の諸注意、ニーズの説明等

	
	活動終了報告
	・活動終了者から報告書の受領、状況の聞き取り等

	資材・管理
	・ボランティア活動に必要な資材の確保、提供、管理

	車両（送迎）
	・活動先に応じた車の配車調整、管理

・センターとの現地との送迎

	救護・衛生管理
	・看護師、保健師や救急法有資格者等の配置

・応急手当等やボランティアの衛生管理の徹底


３　設置場所およびレイアウト

（１）設置場所

市災害ボランティアセンターの設置場所は、活動の展開に大きな影響を与えるため平時から行政との間で具体的に取り決めておくことが必要です。

①避難所等との分離

避難所等との併用設置は、避難住民にとって落ち着かず、精神的にも実務的にもスタッフの負担も大きくなるため、可能な限り、こうした場所・形態での設置は避けます。

②災害対策本部に近接した場所

設置場所は、市災害対策本部との連携が取りやすいよう、できるだけ近接し、かつ多くのスタッフやボランティアの出入りが可能なスペースを確保する必要があります。
（２）レイアウト

災害ボランティアセンター内のレイアウトは、災害ボランティアセンターの設置場所を
決定したら、次頁のレイアウトを参考にして、災害ボランティアセンタースタッフで協議し、決定をします。

なお、被災者の状況変化に応じて、適宜見直すことが必要です。


○ボランティア受付、コーディネート、派遣の導線は短く、シンプルに、分かりやすくしましょう。
○ボランティア受付のために広いスペースを確保しましょう。

○各部門が相互の状況を把握しやすいような配置に留意しましょう。
　　　
【小浜の場合：災害対策本部は市に、災害ボランティアセンターは社会福祉協議会建物外】


市災害ボランティアセンターのレイアウト（例）

【屋　　外】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【屋　　内】

	活動から戻ったら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受付へ

















お疲れ様でした
	

　　　　　　　　　　　　　　総　　務


　

　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ


　　　　　　　　　　　　　コピー機

　　　　　　　　　　　　　コピー機




　　　　　　　　　　　　　ボランティア活動前の動き

　　　　　　　　　　　　　ボランティア活動後の動き

【ボランティア受け入れ、派遣等の流れ】













活動終了後、センターへ帰所

　　　　

　　　　　　　　　

Ⅱ　　市災害ボランティアセンターの体制と活動内容

１　総務

(1) 組織の調整・管理

1 各部門の活動マニュアルの作成と管理

2 各部門には、なるべく以下の人を分散

· 災害ボランティアセンタースタッフ等の経験のある人

· 長期間活動ができる人

· 被災地の地理に詳しい人

3 ニーズの状況変化等に応じた組織や災害ボランティアセンター内のレイアウト
の変更

4 各部門の活動量は、時期、曜日や時間帯によって異なることから、各部門間で
柔軟な調整や応援体制が必要。

5 駐車場の管理、ゴミの収集等

(2) スタッフの管理

1 スタッフの受入、概要説明、各部門への配置

2 各部門の繁忙に応じたスタッフ数の割り振りの変更

3 ミーティングの開催

ミーティング(朝・夜)を開催し、スタッフ間で情報等を共有

· 朝のミーティング

　　　前日のミーティングで出された重要事項の確認と当日の日程説明および各部門のリーダー(毎日交替する場合)の確認

· 夜のミーティング

　　　各部門から当日の状況説明、反省、問題点、翌日の予定等を説明

4 掲示板への貼り出し、資料の回覧・配布等

(3) 情報収集

1 市災害対策本部等との情報交換・連携(避難所の状況等)

2 ライフライン、公共交通機関の状況

3 行政各部署の復旧状況、社会福祉施設、病院等の運営状況

4 宿泊施設、小売店の運営状況

5 他の災害ボランティアセンターの状況


(4) 広報

マスコミ等外部との渉外については、情報の一元化を図るため、センター長または副センター長が対応。

1 災害ボランティアセンター設置・運営状況等の広報

　　　　災害時要援護者および被災者に対して災害ボランティアセンターの設置とボランティア依頼方法を周知するために、また、関係者等に広くボランティアの募集等を周知するために、次のとおり広報を行います。

· テレビ、ラジオ、新聞等のマスコミへの広報依頼

· 広報車による巡回、防災無線による広報

· ホームページによる広報、アマチュア無線の活用による広報

· 立て看板、のぼり、ポスター等の設置、被災者への広報チラシ(資料：様式2を参照)の配布

(5) 事務処理

1 ボランティア保険の加入手続き(事故対応を含む)

　　　　　「災害ボランティア受付票」をもとに「ボランティア活動保険加入申込書(災害時用)
(○頁を参照)にデータを入力し、加入手続きを行います。(状況によっては、受付係でデータの入力を行う場合もあります。)

2 「ボランティア活動証明書」(資料：様式12を参照)の発行希望者への対応

3 必要物資の手配

4 寄付金・預託品の受理と礼状の送付


· 各スタッフが持っている技術、資格等を活用できるように配置を工夫しましょう。

· 各スタッフについては、ボランティアと識別するために、名札や腕章を着用する等工夫をしましょう。

· ボランティア受付数、依頼数、派遣人数等の集計作業のほか、「ボランティア活動証明書」の発行やボランティア保険の加入手続き等を専門的に行う「集計係」を設ける方法もあります。

· 記録はとても大切です。ボランティアへの対応等で大変ですが、デジカメやメモ用紙等を携帯し、こまめに記録を残しましょう。


【登録から派遣のながれ】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【夜ミーティング・1日の活動報告】

２　ニーズ受付・調査

(１)　ニーズ受付

　　　　ニーズ受付係は、主に電話、FAXまたは来所によりニーズの聴き取りを行います。

1 依頼票の作成

　「災害ボランティア依頼表」(資料：様式3を参照)に、次の内容を記入します。

・　依頼内容
・　依頼場所

・　依頼者の連絡先等
2 連絡先の確認

依頼者が避難所等にいる場合、活動現場と本人の居場所が異なるので、必ず確認をします。依頼者が災害時要援護者または被災者本人ではなく、第三者からの場合もあるので、必ず確認をします。

3 活動の安全確保および現場の確認

依頼内容が危険を伴わないかどうかを確認するとともに、不明の場合は現場へ出向いて確認をします。その際には、次頁の「(２)ニーズ調査」を参照してください。

④　「災害ボランティア依頼票」

　　　　　「災害ボランティア依頼票」に通し番号を付け、原本はファイルし、そのコピーをマッチング係へ渡します。細かいニュアンスについては、口頭で補足します。

5 　ボランティア依頼件数の報告
ボランティア依頼件数を集計し、総務係に報告します。


· ニーズ受付係は、災害時要援護者、被災者と災害ボランティアセンターの最初の接点になることから、相手への対応に十分留意しましょう。また、被災者等が必要とするボランティア活動の内容を正確に聴き取り、効果的なマッチングができるように聴き取りを行いましょう。

· 活動に必要な資材は、特殊な場合もあるので、その写真を活動前にデジカメ等で撮っておき、名称も書いたものを用意しておくと便利です。

· 被災者からのニーズは、日が経つにつれて変化します。

 eq \o\ac(○,例)　：　ゴミ出し、泥出し　→　家具等の洗浄　→　家具の移動


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティア依頼を受け、派遣現場の安全等を確認
する災害ボランティアセンターのスタッフ




(２)　ニーズ調査

　　①　広報チラシの配布

　　　　災害ボランティアセンター設置と同時に、ボランティア活動の開始を知らせる「被災者への広報チラシ」(資料：様式2を参照)を被災者に配布します。

2 ニーズ聴き取り調査

　　　　災害ボランティアセンター設置から２～３日後、災害時要援護者等のニーズを把握するため、ニーズの聴き取り調査を行います。

3 地元との協力

· 調査の際は、被災地の地域性等を考慮する必要があり、さらに、ボランティアによる活動の範囲かどうかを適切に判断するため、地域性等が分かる社協職員や地元のボランティア等とのペアで調査にあたるとよいです。

· 地域のキーパーソン(自治会長、区長や民生委員児童委員等)と連携します。

4 現地確認

住宅地図をもとに調査を行い、支援内容等を確認します。

5 調査票の作成

· 支援の必要性を決める目安として、「ニーズ調査票(兼災害ボランティア依頼票)」(資料：様式4を参照)を用いると便利です。

· 調査の際は、依頼者に災害ボランティアセンターの目的と活動内容を説明し、一緒に生活復旧にあたることを説明します。

· 調査の結果、ボランティアによる支援が必要と判断したら、ボランティアの人数や必要資材、作業上の留意点等を確認の上、調査票を作成し、「災害ボランティア依頼票」として取り扱います。

⑥　「災害ボランティア依頼票」の交付

「災害ボランティア依頼票」に通し番号を付け、原本はファイリングし、そのコピーをマッチング係に渡します。

⑦　関係機関への橋渡し

その他、福祉、医療、保健等の専門的な支援が必要と判断されるケースについては、それぞれの関係機関に連絡をとって対応するよう努めます。


· ニーズの取りこぼしがないように、必要に応じて、１０人程度のグループで、地区割りをして現場に出向き、支援を必要としている人を見つける「ローラー聴き取り」も有効です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【ニーズの受付】

３　ボランティア受付

受付場所を電話・FAXと来所者とに分け、さらに来所者受付では個人と団体とを別にします。

(1) 受付手順

1 受付票の記入

ボランティアに「災害ボランティア受付票(個人用)」
(資料：様式7を参照)を渡し、必要事項を記入してもらいます。

2 名札の作成

災害ボランティアセンターを通じたボランティアと分かるよ
　うに、ガムテープに名前と血液型を記入してもらい、身体の
見やすい位置に貼ってもらいます。

3 ボランティアへの説明事項

“待機場所の案内” 

活動についてはマッチング係から指示があることと、
ボランティア待機場所の案内をします。

“保険の加入手続き”

保険に未加入の場合は、活動に際してボランティア
活動保険に加入することを説明します。

　　　“配布物”

　ボランティア活動に関する説明資料「ボランティア活動
に行く前にお読みください」(資料：様式10を参照)を配布
します。

“宿泊所の確保”
宿泊所については、各自で確保してもらいます。確保できない場合は、宿泊所の情報を提供します。

(2) マッチング係への伝達

専門技術、資格を持っている者については、マッチング係に情報を伝えます。

(3) 受付件数の報告

ボランティア受付件数を集計し、総務係に報告します。


· ボランティア受付係は、遠方から支援に駆けつけてくれたボランティアに対し、感謝の気持ちを持って接するようにしましょう。

· 団体からの申し出があった場合は、事前に「災害ボランティア受付票(団体用)」(資料：様式8を参照)を送り、提出をしてもらいます。提出は当日でも構いません。

· 団体の場合は、センター内が混乱する場合があるので、代表者に受付をしてもらい、メンバーは一か所で待機してもらうようにしましょう。

· 受付票には、個人情報を記入してもらうため、適切に管理しましょう。



４　ボランティア派遣・マッチング

　(１)「活動紹介表」と「活動指示書(兼報告書)」の作成

　　①　「災害ボランティア依頼票」(資料：様式3を参照)をニーズ受付係から受け取ります。
また、掲示方式を選択する場合は、「活動紹介表」(資料：様式5を参照)を作成します。

　　②　「活動指示書(報告書)」(資料：様式6を参照)を作成し、活動場所の地図を添付します。

　　③「活動指示書(報告書)」と地図をコピーし、原本を保管します。

　(２)　グループ編成

グループ編成の方法としては、次の３つがあげられます。災害状況やボランティアの人数等に合わせて方法を選択します。　

①　掲示方式

付箋紙に氏名を記入し、「活動紹介表」(資料：様式5を参照)を見て、希望する活動の「活動紹介表」に付箋紙を貼る方法。→ボランティア対応が混雑しない場合

②　挙手方式

提示された活動先から希望する活動先に挙手し、選択をする方法。→掲示方式では追いつかず混雑する場合

　③　指示方式

　　必要人数が集まった段階で、人数を割り振り、活動先を指示する方法。→掲示方式、挙手方式では追いつかず混雑する場合

(３)　「活動指示書(報告書)」の交付

　リーダーに次の書類を渡します。

　①　「活動指示書(報告書)」(氏名を記入してもらうこと)

2 活動場所の地図

3 「依頼者へのご案内」(資料：様式11を参照)


· マッチング係は、需給のミスマッチを最小限に防ぎ、ボランティアの安全を確保した上で、ボランティアの自発性や柔軟性を活動に活かせるよう留意しましょう。

· 個人ボランティアのみでグループを編成する際は、地域性等が分かる地元のボランティアを入れるように工夫しましょう。また、リーダーを決める際は、災害ボランティアの経験者を充てるなどの考慮をしましょう。


５　ボランティア派遣・オリエンテーション

(1) 　オリエンテーションの内容

1 ボランティア活動の心構え

2 活動に当たっての注意事項

3 活動終了後の報告

説明にあたっては、ボランティア活動に関する説明資料「ボランティア活動に行く前にお読みください」(資料：様式10を参照)を活用します。


　

(2) 　リーダーへの依頼

①活動終了後、メンバー全員が災害ボランティアセンターまで戻るよう依頼します。

②出発前に依頼者宅に確認の電話をするよう依頼します。

③センターで決めた時間までに戻れない場合は、必ず連絡するよう依頼します。



６　ボランティア派遣・活動修了報告

(1) 人員確認

1 活動終了後、ボランティアに感謝の言葉をかけ、リーダーに全員が帰ったかを確認します。次の活動があれば待機をしてもらい、活動がなければ帰ってもらいます。

2 センターで決めた時間までに戻っていない場合は、リーダーの携帯番号に問い合わせ　をし、確認します。

　(２)　「活動指示書(報告書)」の受領

　　　　リーダーから「活動指示書(報告書)」(資料：様式6を参照)を受け取り、報告欄への記入を確認します。

　(３)　ニーズの引継ぎ
ボランティアから特記事項を聴き取り、継続ニーズや新たなニーズおよび必要な資材等があれば、ニーズ受付係に引き継ぎます。

(４)　ボランティア派遣人数の報告

提出された「活動指示書(報告書)」をもとに、ボランティア派遣人数を集計し、総務係に報告します。


· ボランティアの派遣方法については、災害の内容や災害時要援護者および被災者の状況に応じて柔軟に対応するものとし、適宜、次の派遣方法についても検討しましょう。ただし、いずれも、地域の自治会等の協力を得ながら実施することが重要です。

　“ローラー派遣方式”

被災者からの派遣依頼によらず、５～１０人程度のグループで地域を巡回し、その場で被災者のニーズに対応する方法。

“現場コーディネート(ブランチ)方式”

被害が大きい地域を集中的に支援するため、被災地の現場に支所を設置してある程度の人数(５０～１００人程度)を送り込み、その現場でマッチングを行う方法。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊地区にコーディネーターを配置（ブラ

ンチ方式）し、本部は地区コーディネ

ーターからのニーズ報告と希望派遣

人数など確認しながら進める

７　資材・管理

　(１)　活動前

①　リーダーに「活動指示書(報告書)」(資料：様式6を参照)をもとに、必要資材を渡します。

②　資材の使用方法、注意事項を説明します。

③　資材は、帰った後に洗浄し、資材・管理係に戻してもらうよう依頼します。

(２)　活動後

①　ボランティアから洗浄した資材を受け取ります。

②　資材の在庫管理をし、不足する資材等を総務係へ連絡します。

③　返却後の資材の洗浄等、手入れをします。

８　車両

①　「活動指示書(報告書)」(資料：様式6を参照)をもとに、リーダーに送迎の説明をします。

②　リーダーの連絡先を確認し、連絡を取り合えるようにしておきます。


· 送迎車両の確保にあたっては、次の手段を検討しましょう。

· 車両持込の送迎ボランティアの募集

· 近隣の社協、行政、福祉施設やバス会社、レンタカー会社等の企業等からの車両提供

· 車両係には、被災地の地理をよく知っている人を配置しましょう。

· ボランティアの送迎にあたっては、事前にマッチング係とよく連絡をとり、送迎が必要なボランティア数や活動場所について把握し、大まかなスケジュールを組みましょう。

· 車両運行等の管理については、車両とグループごとに番号をふり、どの車両がどこに行くかを把握するため運行表を作って管理したり、どのグループが何時頃からどこに入っているかを把握するため地図を張り出して管理する等の工夫が必要です。

· 団体等がマイクロバス等でまとまって来てもらったボランティアについては、その車両を活用させてもらいましょう。


　　　　　　
【資材・管理】　　　　　　　　　　　　　　【送迎バス】

９　救護・衛生管理

ここでいう救急はあくまでも応急対応のもので、基本的には医療機関へつなぐようにします。

(１)　必要スタッフ

①　救護・衛生管理係には、看護師等の有資格者や救急法の受講者等を配置します。

②　職員や受け付けたボランティアの中で、看護師等の有資格者がいればスタッフに充てます。

③　公的な医療機関と連携をします。

（2）　衛生管理の指導

①　救護・衛生管理係は、オリエンテーション時等において、ボランティアの健康指導を行い、体調管理を促すよう徹底をします。

②　衛生管理の徹底を図るため、ボランティアに活動終了後、手洗い、消毒、うがい、目の洗浄等を指示します。

(３)　医薬品の管理

不足する医薬品等は総務係に連絡するとともに、管理の徹底を図ります。

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

Ⅲ　市災害ボランティアセンターの閉鎖

１　閉鎖に向けた協議・検討

災害の種類や規模等によって異なりますが、家屋の片付けや災害によるゴミの搬出等、多くのボランティアを要して顕在化したニーズに対応していく時期は、概ね２週間程度とされています。

しかし、災害時要援護者および被災者が抱える生活上のニーズも、日々変化していくため、福祉救援活動の方針を適宜修正・補強しながら対応していく必要があります。

(１)　ニーズや課題の洗い出し

災害ボランティアセンターにおいては、ニーズや課題の洗い出しと今後の取り組みに関して、概ね次のような点で点検を丁寧に行います。

1 災害ボランティアセンターとして、災害時要援護者および被災者への支援は

果たせたか、手つかずの部分はないか。

2 顕在化していないニーズはないか。

3 活動をいつ頃、どのように終了させるか。

4 災害ボランティアセンターの閉鎖によって、災害時要援護者および被災者の

不安は発生しないか、あるいは不安を軽減させる方法はあるのか。

(２)　関係機関との協議

災害ボランティアセンターの閉鎖については、市災害対策本部および県災害対策本部、県災害ボランティアセンター連絡会等との協議も並行して行いながら方向性を確認します。

２　閉鎖の決定

(１)　関係機関への周知

閉鎖することを決定したら、市災害対策本部および県災害対策本部、県災害ボランティアセンター連絡会等への連絡を行うとともに、マスコミやインターネット等を活用して広く周知をします。

(２)　解散式等

災害ボランティアセンターの閉鎖を広く県民等に知ってもらう観点からも、解散式等の機会を設けることが望ましいと言えます。

(３)　閉鎖後の主な業務

①　積み残したニーズの引継ぎや日常的な地域福祉活動への移行。
②　借り上げた資機材の返却(返却を要しない場合は活用方法を検討する。

3 　災害ボランティアセンター活動の記録・報告書の作成。
4 　協力・支援機関、団体等へのお礼。


Ⅳ　県域災害ボランティアセンターの運営


１　役　　割
県社協は、市災害ボランティアセンターの支援を目的として、県災害対策本部、県災害ボランティアセンター連絡会、全社協、東海北陸ブロック域内社協、関係機関・団体等との連絡調整、連携を図りながら、社協として取り組む県域災害ボランティアセンター機能の保持に努めます。

なお、県域の災害ボランティアセンターには、次のような役割があります。

（１）市災害ボランティアセンター体制整備の支援および連絡調整

（２）全社協、東海北陸ブロック域内社協、関係機関・団体等に対する派遣要請等に係る調整

（３）災害ボランティア情報の収集および広報

（４）ボランティア活動保険の加入手続き等

２　運営体制及び設置場所

（１）運営体制

県社協職員を中心とした運営を基本とします。必要に応じて、周辺地域の社協・全社協職員、施設種別協議会、関係機関・団体、ＮＰＯ組織、行政等職員の協力も得ながら、スタッフの確保に努めます。

（２）設置場所

福井県社会福祉センター内に設置することを基本とします。ただし、災害規模、被害の状況（倒壊、損壊等）により設置できない場合は、速やかにその替わりとなる設置場所を定め、広く周知します。




　　　　　　　　　　平常時の取り組み

Ⅰ　災害ボランティア連絡協議会の設置


市社協において、災害ボランティアセンターの立ち上げについて、関係機関や団体との災害ボランティア連絡協議会を設置し、連携を図ります。

Ⅱ　行政機関との連携

１　行政との日常のネットワークづくり

行政が策定する地域防災計画について、災害時要援護者等への対応やボランティアの活用、支援方針がどのように規定されているかを含めた日常的な情報収集とネットワークづくりに努めます。

２　地域防災計画への参加・提言

日常の地域福祉活動を踏まえて、必要性があると判断される場合に、適宜、地域防災計画の見直し、内容に対する提言等も行います。

３　災害ボランティアセンターの設置場所の確保

災害ボランティアセンターの設置場所を平時から行政との間で具体的に決めます。

Ⅲ　住民相互のネットワークづくり

　１　近隣住民との相互協力関係づくり

日常の地域福祉実践から、災害への対応を想定した小地域における助け合いネットワークづくりや、地域福祉活動への参加に対する住民の意識啓発を意図的、計画的に行います。

２　個人情報の取り扱いも含めた情報の収集と活用の具体化

災害時に要援護者等へ対応するために、民生委員・児童委員、福祉委員、自治会長、各関係機関・団体等との協働により、個人情報の取り扱いも含めた情報の収集と活用に関する具体的な方針を明確にしておきます。



Ⅳ　災害を想定した備えの強化

１　災害ボランティアセンター運営マニュアル等の整備

初動対応や災害ボランティアセンターの運営方法等に関するマニュアル等を整備しておきましょう。

２　災害を想定した訓練、研修等の実施

市等の防災訓練への参加等、災害を想定した訓練、研修機会等も確保するよう努めましょう。
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平成25年9月16日の台風18号は、嶺南を中心に激しい雨が降り続き、小浜市の24時間雨量は384ミリと観測史上最多を記録し、土砂崩れ、河川の氾濫、道路などの冠水、家屋の崩壊など甚大な被害を受けた。												





平成２５年９月22日（日）


センターが開設して5日目、本日をもってセンター閉所


個人30人団体105人計135人








平成25年9月16日（月）


午後４時、小浜市から小浜市災害ボランティアセンター連絡会に招集がかかる。ボランティアセンターの立ち上げの要請がある。運営スタッフ7人												





平成25年9月17日（火）


午前9時、小浜市災害ボランティアセンター連絡会「小浜市水害ボランティアセンター」の立ち上げ準備。


電話回線・ＦＡＸ等配置。ニ―ズ調査班地域に出向く。


午後3時「小浜市水害ボランティアセンター」立ち上げる。


小浜市総合福祉センター内のボランティアサロンコーナーが小浜市水害ボランティアセンター本部として活動を始めた。











平成25年9月18日（水）


センターを立ち上げ、本格的にボランティアの受け入れを始める。


江古川・加茂・田烏・東相生地区で泥出し、土砂処理、浸水家具運搬等の活動に入る。


個人41人、団体56人


手洗い、長靴消毒の徹底





											





平成25年9月19日（木）


センターが開設して2日目。想像以上に作業が進む。


羽賀・加茂・東相生・池河内地区で泥出し、土砂処理、浸水家具運搬等の作業進む。


国の重要文化財についても手作業での作業となった。


個人44人、団体99人、計143人





平成25年9月20日（金）


センターが開設して3日目。天候にも恵まれ、ボランティアの事前に支援予告があり、作業は急速に進んだ。


このころになると、個人宅への支援ニーズも出てきた。


個人45人、団体160人、計205人





平成25年9月21日（土）


センターが開設して4日目。被災地区によっては、支援終了間近の報告を行う地区も前日のミーティングで確認できた。よって5日目以降、急を要する又は大勢のボランティア受け入れ・派遣による支援作業の必要性が無いことが見込まれたことにより、閉所の目途が立つ。


個人39人、団体161人、計200人





午後6時30分「小浜市水害ボランティアセンター」を閉じる。※ホームページ等で周知する。
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総務





ニーズ受付・調査





ボランティア受付





ボランティア派遣（ﾏｯﾁﾝｸﾞ、ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ、活動終了報告）





資材・管理





車両（送迎）





救護・衛生管理





副センター長





センター長





【ワンポイントアドバイス・その１】





【ワンポイントアドバイス・その２】








�





(1)ボランティア個人受付





(5)車両・送迎





(6)資材洗浄





ガムテープに名前


と血液型を記入





活動上の注意事項の


オリエンテーション





報告書提出





資材を返却





受付・ボランティア


保険加入手続き





活動先までの


行き方の確認





（3）オリエンテーション








(4)資材・管理





(8)活動終了報告








(7)手洗等洗浄





(1)ボランティア団体受付








(1)名札作成








必要な資材の受取り





（2）マッチング


①掲示方式


②挙手方式


③指示方式





活動先調整





救護・衛生管理








(1)ニーズ受付





(1)ボランティア電話受付





物資置き場


（倉　庫）





ボランティア休憩


スペース





■ボランティアの流れ





■ニーズをボランティアにつなぐ流れ





（1）ボランティア受付（個人、団体）


・活動者の情報を受付票に記入。


・名札作成


・電話等での受付も対応。





（1）ニーズ受付


・依頼票の作成


・コピーを（2）マッチングへ渡す。








（２）マッチング


・依頼票をもとに、活動紹介表と活動指示書（地図を添付）を作成。


・グループ編成の方法として、３つの方法があげられる。これは、災害状況やボランティアの人数等により、次の方法を選択。


①掲示方式（活動紹介表掲示、活動先選択）－ボランティア対応が混雑しない場合。


②挙手方式（活動先提示・選択）－ボランティア対応が①方式では追いつかず混雑する場合。


③指示方式（活動先指示）－ボランティア対応が①②方式では追いつかず混雑する場合。








（8）活動終了報告


・活動指示書（報告書）に活動記録


と、ﾆｰｽﾞが終了か継続か等の記入。





（3）オリエンテーション


・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の心構え等の説明。





（7）手洗等消毒


・石けんで手洗い等、消毒。





（6）資材洗浄


・使用した資材を洗浄して返却。





（4）資材・管理


・活動指示書に基づき、必要資材を渡す。


・大口の現場などは、軽ﾄﾗｯｸなどで運搬。





（5）車両（送迎


・活動先へ送迎。
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【ワンポイントアドバイス・その３】





【ワンポイントアドバイス・その４】





【ニーズ聴き取りの際の留意点】





高齢者、障がい者世帯等のケースは、優先的に受付するようにしましょう。


希望活動日や時間帯は、前後する場合があることを説明しましょう。


派遣ボランティアの性別を考慮する必要があるかどうかを聞きましょう。


待機しているボランティアの概数も念頭におきながら、派遣人数を依頼者にアドバイスするようにしましょう。


依頼内容が危険な作業や専門技術の必要な作業、企業の営利活動に関するもの、政治活動や宗教活動に関するもの、極端な重労働等、適切でないと判断した場合は、丁重にお断りしましょう。


判断に困る場合は、リーダーに相談しましょう。また、むずかしいケースは、現場を見てからできるかどうかを判断させてもらうことを依頼者に伝えましょう。


ニーズ以外にも災害時要援護者および被災者から苦情や意見等が多く寄せられます。内容をよく聴き取り、メモを作成し、事務局用掲示板への掲示、ミーティングでの報告等によりスタッフ間で情報を共有しましょう。





【ワンポイントアドバイス・その５】





【ボランティア受付】





�





【ガムテープ名札】





【ワンポイントアドバイス・その６】





【ワンポイントアドバイス・その７】





【オリエンテーションで強調する内容】


活動場所が被災地であり、想定外のことや二次災害が起こり得ること。自分の身は自分で守らなければならないこと。少しでも危険と感じたら活動を中断すること。


食費、交通費、宿泊費等は、自己負担となること。


活動にあたっては、受身ではなく自ら考え行動すること。


活動は、被災者一人ひとりの暮らしに合わせたものにすること。自分に合わせてではなく、相手に合わせて活動をすること。


判断に困ったり、けがをした場合は、リーダーを通じて災害ボランティアセンターに連絡すること。少しのけがでも大事をとること。大きなけがの場合は救急車を呼ぶことも考慮すること。


体調をくずさないよう休憩をこまめにとり、無理をしないこと。手洗いやうがいもこまめにすること。


センターで決めた時間までには、必ずセンターに帰ること。時間までに活動が終わらない場合は、後日、継続する旨を依頼者に伝え、センターに帰った後に必ず報告すること。





【ワンポイントアドバイス・その８】





【ワンポイントアドバイス・その９】
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